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研究成果の概要（和文）：本プロジェクトは文学作品において固有名が有する機能について、中世から現代まで
のドイツ語圏文学における人名、地名を対象に、個々の作品のケーススタディを通じて検証した。その際には、
とりわけ＜神話化＞ならびに＜錯覚形成＞という機能に着目した。結論として、文学的固有名には＜産出性＞、
＜虚構性＞、＜否定性＞という三つの契機が認められることが明らかとなった。

研究成果の概要（英文）：In this project, the functions of proper names in German literature from the
 Middle Ages to the present were examined. The focus was particularly on the functions of “
Mythologizing” and “Fictionalization”. The findings clearly revealed that three essential 
aspects, that is, “productivity”, “fictionality”, “negativity” are recognized in proper names 
in literary texts.

研究分野： ドイツ語圏文学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
文学作品において用いられる固有名（以下

「文学的固有名」）がいかなる機能を有して
いるかということに関する研究はこれまで
言語学、言語哲学の二分野における固有名研
究の強い影響下にあった。本プロジェクトの
代表者は、従来の研究で提示された論点に加
え、文学研究の手法ならびに近年の記憶研究
やメディア論といった文化研究の手法を用
いつつ、このテーマに取り組むことによって
より包括的なかたちで文学的固有名の機能
を解明できると考えた。 
 
２．研究の目的 
 文学的固有名がいかなる機能を有してい
るのか、そして各時代の文学的固有名がいか
なる形で過去のそれを受容し、また後代の文
学作品のそれに影響を与えているのか、とい
う、文学的固有名を作品内在的研究と歴史的
研究の両面から研究するための基盤構築を
目指した。 
 
３．研究の方法 
 中世から現代までのドイツ語圏文学の諸
作品のケーススタディを行なった。代表者の
前田は主に 20 世紀文学（とりわけハイミー
ト・フォン・ドーデラーやインゲボルク・バ
ッハマン等のオーストリア文学）、江口は 18、
19 世紀の文学（とりわけジャン・パウル）、
山本は中世文学（とりわけ英雄叙事詩）の分
析を担当した。Debus（2002）らの先行研究
において提示されている機能分類のうち、特
に「錯覚形成（Illusionierung）」と「神話
化（Mythisierung）」に着目し、文学的固有
名がいかなる形で作品の虚構性の形成に寄
与しているのか、そしてその文学的固有名が
後代に受容される際にいかなる形でその虚
構性のありようを変容させていくのかとい
う問題を明らかにすることを試みた。また分
析にあたっては、文学と社会史との関係や各
時代のメディア状況にも留意した。 
 またこれらの点に関し、研究分担者・研究
協力者以外の複数の国内の研究者たちとも
複数の研究会の開催や期間中二度のシンポ
ジウム開催を通じて連携し、議論を深めた。 
 
４．研究成果 
 文学的固有名は＜産出性＞、＜虚構性＞、
＜否定性＞という三つの契機が存しており、
作品分析の際にはこれらに着目すべきであ
ることを明らかにした。文学作品内の虚構世
界が形成される際に固有名は中心的な役割
を担う（虚構性）が，そのことによって文学
的固有名においては名前と対象との間にあ
る種の神話的一体性が形成される（産出性）。
しかし文学は、このような固有名をめぐる神
話的一体性が解体されてゆく契機もまた、繰
り返し主題としてきた（否定性）。固有名は
その対象と不可分に結びついた唯一無二の
ものである一方で，単なる代替可能な記号で

もあるという両義性を有する。ドイツ語圏文
学は古くからその両義性に何らかの形で取
り組んできた。そこには，度重なる政治的混
乱によって＜固有名＞とその指示対象の一
体性の自明性が常に揺るがされてきたとい
う社会的な背景も密接に関連している。 
 本プロジェクトは上記の点について、二度
のシンポジウム開催と二冊の論集（日本独文
学会研究叢書）の刊行を通じて明らかにして
きた。本プロジェクトによって、これまで包
括的に取り組まれることの少なかった文学
的固有名をめぐる議論を国内に喚起するこ
とができたと自負している。 
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